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令和６年能登半島地震における液状化地点分布と特徴
巨大地変災害研究領域 地震津波複合災害研究部門 先名 重樹

No. 日付 地震名 メッシュ数 Mw Mj
1 2011/3/11 東北地方太平洋沖地震 8680 9.0 8.4
2 2024/1/1 能登半島地震 2114 7.5 7.6
3 2016/4/16 熊本地震 1890 7.0 7.3
4 2018/9/6 胆振東部地震 1631 6.6 6.7
5 1995/1/17 兵庫県南部 1266 6.9 7.3
6 2004/10/23 新潟県中越地震 991 6.6 6.8
7 1987/12/17 千葉県東方沖地震 685 6.6 6.7

※能登半島地震以外の数字は、若松・他（２０１７）および先名・他（２０１８）の論文の集計値より抜粋

背景図：防災クロスビュー面的推定震度分布

１．七尾市（石川）：３９８メッシュ
２．珠洲市（石川）：２１７メッシュ
３．新潟市（新潟）：２１６メッシュ
４．輪島市（石川）：１７３メッシュ
５．志賀町（石川）：１３３メッシュ
６．射水市（富山）：１２５メッシュ
７．氷見市（富山）：１１９メッシュ
８．金沢市（石川）：１０３メッシュ

１００メッシュ以上液状化
が確認された市町

背景図：J-SHIS微地形区分（２５０ｍメッシュ）

■ 液状化を確認したメッシュ（２５０ｍメッシュ）

※液状化地点数（メッシュ数）の定義：２５０ｍメッシュに１地点でも液状化があれば１メッシュとカウント

■ 液状化を確認したメッシュ（２５０ｍメッシュ）

2024 年1 月1 日に発生した能登半島地震では、北陸地方（福井・石川・富山・新潟）の広範囲で液状化が発生した。液状化は同一地点・地域で繰り返し発生する災害であり、液状化発生地点を調査・把握
することは、将来の液状化被害を予測および軽減する上で極めて重要である。筆者は、液状化被害の即時推定の高精度化を目指し、これまでに平成23 年東北地方太平洋沖地震をはじめとして、液状化発生地点
の情報を可能な限り踏査して収集し、その地点の地盤・地形情報と、推定される揺れの強さ（震度等）との関係を検討した上で、液状化発生確率の検討を行なってきている。今回の能登半島地震においても、液状
化被害地点のデータアーカイブの作成、液状化ハザードマップおよび液状化発生確率の高度化の検討を行うことを目的として液状化被害調査を実施した。ここでは液状化地点分布と統計による特徴をまとめている。

合計２１１４メッシュ

近年（過去４０年以内）に発生した地震の液状化地点数（メッシュ数）

多くの場所で再液状化していることが分かる。

液状化地点分布図（２５０ｍメッシュ） 液状化地点分布図（２５０ｍメッシュ）
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